
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

 

施設名：  公立学校共済組合 東海中央病院  健康管理センター                  

 
受審施設の概要  
 公立学校共済組合東海中央病院は、岐阜県各務原市にあり、公立学校共済組合を設立母体

とした職域病院である。1965年から人間ドックを開始した。病院併設の施設ではあるが、人

間ドック受診者優先の検査室や宿泊ドック受診者専用待合を設置するなど、受診者への配慮

がなされている。 

 年間の受診者数は、2020年度は、一日ドック約3,700名、二日ドック約1,100名、その他の

健診が約10,700名である。 

2010年に初回の認定を受け、今回が３回目の更新審査である。 

 

 

第１領域 理念達成に向けた組織運営  
健診施設は、病院の一部門としての位置づけであり、理念については病院と同様であるが、

基本方針や受診者の権利は病院とは別に定め、毎年見直しが行われている。 

個人情報保護については、病院での取り決めがあり、ホームページ及び病院内に掲示され

ている。職員への研修も行われている。職員は、理念や個人情報保護等について掲載された

ポケットマニュアルを携帯しており、周知徹底されている。 

就業規則等各種規程は、病院で体系的に一括管理されている。規定類は、院内のイントラ

ネットに掲載されており、職員は随時確認することができる。 

中期経営計画は、公立学校共済組合本部の計画に合わせて作成されている。年度事業計画・

予算書等はすべて健康管理センター単独で作成され、健診部門の収支や目標が明確にされて

いる。収支報告は、毎月健康管理センター担当者会議で行われ、職員に周知されている。 

医師の体制は、人間ドック健診専門医及び指導医を取得している健診専任の常勤医師１名、

病院と兼務の常勤医及び非常勤医により構成されている。曜日ごとに分担表が作成され、担

当する業務が明確になっている。医師・看護・事務職以外は病院兼務職員であるが、スムー

ズに検査が行えるようにシフト表が作成されている。健診に係る専門資格者も多数在籍して

いる。 

教育体制については、病院の庶務課が管理しており、年間計画に基づき実施されている。

院内の研修では、不参加者が出ないように複数回実施されており、参加できない場合でもビ

デオ学習を行う等の工夫がされている。各職種でも教育計画が立てられているが、計画表や

実施状況の把握方法についてはさらなる検討を期待する。また、健診センター独自の教育に

ついても、今後の充実を望む。 

医療安全管理体制については、病院主体で委員会が設置されマニュアルも整備されている。

インシデント・アクシデントの事例は、イントラネットで報告システムに入力することにな

っており、改善が必要な事項については、委員会や健康管理センター担当者会議で検討され

ている。 

感染管理については、マニュアル類が整備され、適切に実施されている。 

安全衛生管理体制については、職員の健康診断やストレスチェックが行われている。防火

防災対策は病院全体で取り組みがあり、年２回防火防災訓練が行われている。 

情報の管理体制では、トラブル発生時のマニュアルがないので今後の課題である。健診シ



ステムへのアクセスは、個人ごとのＩＤとパスワードで制限されている。サーバーや個人情

報については、適切に管理されている。 

薬剤や診療材料の在庫管理は、定数に基づいて管理され、棚卸も適切である。 

委託業務については、地方公務員等共済組合法に基づき、業者が選定されている。今後は、

委託業務の評価も含めた管理体制の整備を期待したい。 

高齢者や障害者への対応については、手順が決められており、スムーズに受診できるよう

配慮がされている。院内がバリアフリー化されている。 

外国人受診者については、受け入れ手順が定められている。  

 
 
第２領域 受診者中心の良質な健診の実践  

企業・保険者との契約については、適切に締結されている。 

予約・受付・収受の業務は、マニュアルに沿って実施されており、必要時に見直しが行わ

れている。病院の管理会議において毎月会計報告がされており、健康管理センター担当者会

議でも職員に周知されている。 

日本人間ドック学会が提示する基本検査項目が採用されており、任意検査項目は、１年に

１回、担当者会議で議論され決定されている。2021年から、一日ドックコース受診者が、二

日ドックの設備を利用し午後まで検査・結果説明を受ける「ゆったりプラン」が新設された。

運動器（腰・膝）MRIドック等も開始され、受診者の要望に応える体制がある。 

前回の受審以後、受診者は番号で呼ばれるようになった。月・水・木曜日は男性のみ、火・

金曜日は女性のみのレディスデイとしている。特に、金曜日は、内科診察・結果説明共に、

女性医師が担当している。医療面接・診察・検査の担当者は、各部屋に掲示されている 

受診環境としては、待合スペースにはゆとりがあり、個室・パーテイションの使用により、

プライバシーは保護されている。 

受診者に対する事前の書類送付、問い合わせの体制は適切である。特に、バリウム検査の

誤嚥に対する予防と対策が、明確に文書化されている。 

検体検査の外部精度管理は、高い評価を得ている。一方、画像の精度管理は、全国労働衛

生団体連合会のサーベイに腹部超音波が参加したのみであり、今後は、胸部X線、胃部X線に

ついてもサーベイへ参加することが望まれる。 

検査結果の判定基準は、日本人間ドック学会に準拠している。 

画像の読影体制は、遠隔読影も含めダブルチェックが適切に行われている。 

看護師による医療面接と健診システムによる情報共有体制は、前回受審時に比べ、適切に

構築されている。 

医師による結果説明は、受診者全員に対し５～10分程度行われており評価できるが、画像

の説明については全員に提示出来るような体制の整備を期待する。 

保健指導は、マニュアルが整備され、栄養指導と運動指導を含んでいる、保健師、看護師

が個室で実施しており、実施率は一日ドック95％、二日ドックは100％である。プログラムは

毎年見直されている。指導記録が残され、翌年の受診時に活用されている。 

 

 

第３領域 継続的な質改善の取り組み  
受診者に対するアンケート調査の回収率は、ご意見箱を増やす取り組み等により、ほぼ100%

となっている。受診者からの要望により、氏名ではなく番号で呼出を行う等の改善がなされ

ている。 

フォローアップ体制は、担当者が決められ、その手順が明確にされている。精密検査の指



示率は妥当であり、精検実施率も比較的高い。さらに、精検実施率が他検査に比べ低い便潜

血については、対象者に受診勧奨のためのリーフレットを郵送し、受診を促す等実施率向上

に取り組む姿勢がみられる。また、前回受審時に比べ、要治療、要経過観察の場合の把握率

が改善されている。 

健診結果は分析され、日本人間ドック学会学術大会でも発表の実績がある。また、健康管

理センターの実績・統計は、年報としてもまとめられている。 

受診者に向けた情報提供としては、病院内に人間ドックのリーフレットを設置している。

統計データの作成など健診結果の分析や提供については、今後の取り組みに期待する。また、

病院が主体となり一般市民向けの出前講座や講師の派遣等を行っているが、現在は一部休止

中である。 

業務改善の体制としては、健康管理センターとして取り組む体制が認められる。個人の目

標設定については、職種によりばらつきがあるので、健康管理センターとして取り組み事も

検討されたい。 

 

 

総括  
病院内の健診センターではあるが、健診センター優先の検査室があり、受診者がスムーズ

にストレスなく受診できるよう配慮がなされている。 

より良い健診を提供していこうと施設運営がされており、前回指摘されていた医師による

結果説明の実施や保健指導についても大幅に改善されている。 

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新） に値すると判断する。 

 
 

審 査  日   2022 年  7 月  7 日  

認定承認日 2022 年  7 月  28 日  

 

 

 


